
平成22年5月臨時会 
6月定例会 

第 号 110

一般会計補正予算　 2 , 9 5 1 万 1 千 円
医療費の助成に関する条例・火災予防条例の一部改正など

可決
　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間

２３

１７

の
会
期
で
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
議
案
審
議
の
ほ
か
、
個

人
か
ら
の
質
疑
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案
は　

件
で
、

１１

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
適
当
と
認
め
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
は
意
見
書
案
の
２
件
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
１
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、
残
り
１
件

は
否
決
し
ま
し
た
。

　

請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
１
件
は
採
択
、
残
り
１
件
は

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

5月臨時会・6月定例会の結果  ‥‥‥2～4
議会改革特別委員会中間報告  ‥‥‥‥‥4
予算特別委員会・各常任委員会の審査状況  ‥5
個人質問  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6～9
議員表彰  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9
ほかにもこんなことを質問しました  ‥‥9
議場コンサート開催  ‥‥‥‥‥‥‥‥10

写真は、佐和山城跡の大手方面か

ら本丸を望む
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果結の会時臨月5
　

去
る
５
月　

日
に
５
月
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
臨
時

２０

会
で
は
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
、
市
税
条
例
等
の
一
部
改

２２

正
等
の
専
決
処
分
関
係
、
彦
根
市
監
査
委
員
の
人
事
案
件
等

の
７
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
、
副
議
長
、
各
委
員
会
委
員
の
選
任
等
を
行

い
ま
し
た
。
平
成　

年
の
議
会
構
成
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

２２

議　会　の　構　成 議　会　の　構　成 

◎＝委員長、○＝副委員長

赤　井　康　彦監査委員渡　辺　史　郎副 議 長大　橋　和　夫議　　長

常　　任　　委　　員　　会

産 業 建 設市 民 文 教福 祉 病 院総　　務

◎佐野　正博　○徳永ひで子◎田中　滋康　○夏川嘉一郎◎小川喜三郎　○田島　茂洋◎安藤　　博　○辻　真理子
　大橋　和夫　　馬場　和子　渡辺　史郎　　藤野　政信　西川　正義　　杉本　君江　成宮　祐二　　北村　　收
　松本　忠男　　赤井　康彦　矢吹　安子　　前川　春夫　山口　大助　　有馬　裕次　細江　正人　　野村　郁雄
　八木　嘉之　小林　　武　山田多津子

特　　別　　委　　員　　会
議会運営委員会

中学校給食実施のための議 会 改 革

◎山田多津子　○馬場　和子◎田島　茂洋　○夏川嘉一郎　　馬場　和子　　有馬　裕次◎西川　正義　○矢吹　安子
　佐野　正博　　辻　真理子　小林　　武　　八木　嘉之　　徳永ひで子　　成宮　祐二　細江　正人　　馬場　和子
　細江　正人　　矢吹　安子　藤野　政信　　細江　正人　　野村　郁雄　田中　滋康　　有馬　裕次

議会情報公開調整委員会議会報編集委員会
特　　別　　委　　員　　会

予　 　 算

◎八木　嘉之　○小林　　武◎前川　春夫　○佐野　正博◎八木　嘉之　○細江　正人　　辻　真理子　　北村　　收
　馬場　和子　　藤野　政信　西川　正義　　有馬　裕次　成宮　祐二　　藤野　政信　　馬場　和子　　渡辺　史郎
　山田多津子　　前川　春夫　田中　滋康　　夏川嘉一郎　松本　忠男　　小林　　武　　矢吹　安子　　山田多津子

　山口　大助　　安藤　　博

一部事務組合議会（彦根市選出）
議会図書室主管

彦根愛知犬上広域行政組合議会彦根市　　　　　　　　　　営林組合議会犬上郡　　　　　　

　馬場　和子　　西川　正義　　徳永ひで子　細江　正人　　馬場　和子　　佐野　正博　　小林　　武　馬場　和子
　小川喜三郎　　夏川嘉一郎　　赤井　康彦　徳永ひで子　　小川喜三郎　　辻　真理子　　有馬　裕次
　松本　忠男　　成宮　祐二　　田島　茂洋　赤井　康彦　　藤野　政信　　八木　嘉之　　田中　滋康

　北村　　收　山田多津子　　田島　茂洋　　前川　春夫

監査委員
赤井康彦議員

副議長
渡辺史郎議員

議　長
大橋和夫議員
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果結の会例定月6・会時臨月5

5月臨時会
予算関係　＝　可決

概　　　要件　　　名

補正予算額：３５３万４千円
市民税非課税世帯の障害者が地域生活支援事業を利用する場合の自己
負担を平成２２年４月１日に遡って無料とすることに伴う増額補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市一般会計補正予算（第１号）

条例関係　＝　いずれも承認・可決
概　　　要件　　　名

地方税法等の一部改正に伴い条例の一部改正を行ったもの

専決処分につき承認を求めることについて（彦根市市税条例の一部を
改正する条例）＝承認

専決処分につき承認を求めることについて（彦根市都市計画税条例の
一部を改正する条例）＝承認

政令の一部改正に伴い条例の一部改正を行ったもの専決処分につき承認を求めることについて（彦根市国民健康保険条例
の一部を改正する条例）＝承認

地方税法等の一部改正に伴い、条例の所要の改正を行うもの彦根市市税条例の一部を改正する条例案＝可決

人事案件　＝　いずれも同意
概　　　要件　　　名

安藤博氏の辞任に伴い、後任に赤井康彦氏を選任することについて同
意を求めるもの彦根市監査委員の選任につき同意を求めることについて

税務課長を彦根市固定資産評価員に選任することについて同意を求め
るもの彦根市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて

報告
件　　　名

損害賠償の額の決定について（４件）

予算関係　＝　可決
概　　　要件　　　名

補正予算額：２，９５１万１千円
日本脳炎の予防接種事業、地場産業等振興対策事業、コミュニティ活
動推進事業等の増額補正

平成２２年度（２０１０年度）彦根市一般会計補正予算（第２号）

条例関係　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

国家公務員の育児休業等に関する法律等の一部改正に準じ、市職員の
育児休業等の規定について所要の改正を行うもの

彦根市職員の育児休業等に関する条例および彦根市職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の一部を改正する条例案

雇用保険法等の一部改正に準じ、市職員の退職手当の規定について所
要の改正を行うもの彦根市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例案

県内市町の合意により、障害者支援施設等の所在地の市町に福祉医療
費の負担が偏らないよう特例の規定を設けるもの彦根市医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例案

雇用保険法等の一部改正に準じ、市企業職員の退職手当の規定につい
て所要の改正を行うもの

彦根市企業職員の給与の種類および基準に関する条例の一部を改正す
る条例案

総務省令の一部改正等に伴い、所要の改正を行うもの彦根市火災予防条例の一部を改正する条例案

その他　＝　いずれも可決
概　　　要件　　　名

平成２２年３月２１日から近江八幡市および安土町が廃され、その区域を
もって近江八幡市が設置されたことに伴い、規約を変更するもの

滋賀県自治会館管理組合規約の変更につき議決を求めることについて

滋賀県市町村職員研修センター規約の変更につき議決を求めることに
ついて

滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更につき議決を求めることに
ついて

県営経営体育成基盤整備事業の施行に伴い、彦根市と愛知郡愛荘町と
の境界変更の申請をするもの

彦根市と愛知郡愛荘町との境界変更の申請をすることにつき議決を求
めることについて

消防ポンプ自動車を取得するもの
購入費：２７，９１２，８９０円
配置場所：彦根市消防署本署

財産の取得につき議決を求めることについて

6月定例会
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果結の会例定月6

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
本

市
議
会
に
お
け
る
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
制
定
の
必
要
性
を

含
め
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
様
々
な
角
度
か
ら

意
見
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
方

分
権
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、

地
方
議
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割

を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
議
会
改
革
を

さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

本
市
に
お
い
て
議
会
基
本
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
の
大

き
な
部
分
で
の
認
識
は
共
通
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
制
定
に

向
け
て
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
点
で

全
議
員
を
対
象
と
し
て
議
会
基
本
条

例
に
関
す
る
研
修
会
も
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

　

予
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
定
例
会
で
の
設
置
以
来
、

本
年
３
月
定
例
会
ま
で
議
員
全
員
を

委
員
と
し
て
予
算
審
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
予
算
特
別
委
員

会
運
営
上
の
課
題
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
数
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

意
見
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
全
員
を
委
員
と
す
る
意
見
、
半
数

と
す
る
意
見
等
が
あ
り
、
最
終
的
に

は
５
月
臨
時
会
か
ら
委
員
数
を
減
ず

る
こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
そ
の
後
の
経
過

　

委
員
の
数
に
つ
い
て
は
、
次
の
代

表
者
会
議
に
お
い
て
各
会
派
で
の
意

見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
後
、
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議

し
、
５
月
臨
時
会
か
ら　

人
の
委
員

１４

で
審
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議 
会 
改 
革 
特 
別 
委 
員 

4
月
21
日
開
催
 

会 

中 
間 
報 
告 

報告

件　　　名

平成２１年度（２００９年度）彦根市土地開発公社の決算状況について

平成２２年度（２０１０年度）彦根市土地開発公社の事業計画について

平成２２年度（２０１０年度）財団法人彦根市事業公社の事業計画について

平成２１年度（２００９年度）彦根市繰越明許費繰越計算書について

平成２１年度（２００９年度）彦根市事故繰越し繰越計算書について

平成２１年度（２００９年度）彦根市水道事業会計予算繰越しについて

第２３期彦根総合地方卸売市場株式会社の事業計画について

議員提出議案（意見書案）　＝　可決、否決

件　　　名

県立高校の統廃合に関する意見書案　＝　否決

子宮頸がんを予防するワクチン接種の公費助成および受診率向上対策の充実を求める意見書案　＝　可決

請願　＝　採択、不採択

件　　　名

県立高校の統合廃合に関する請願　＝　不採択

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める請願書　＝　採択

告報間中会員委別特革改会議
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６
月　

日
に
開
催
し
た

１８

委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
の
議
案
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
施
行
日
以

前
の
適
用
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
異
議
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

５
月　

日
に
開
催
し
た

２０

委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
２
件

お
よ
び
条
例
の
一
部
改
正

１
件
の
計
３
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
３
議

案
と
も
異
議
な
く
承
認
・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

　

６
月　

日
に
開
催
し
た

１８

委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
３
件
お
よ
び
議
決

案
件
４
件
の
計
７
議
案
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

財
産
取
得
の
審
査
で
は
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購

入
に
関
す
る
入
札
業
者
お

よ
び
入
札
額
等
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
７
議
案
す

べ
て
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

総

務

常

任

委

員

会

　

５
月　

日
に
開
催
し
た

２０

委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
１
件

の
議
案
審
査
を
行
い
ま
し

た
が
、
異
議
な
く
承
認
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
に
開
催
し
た

２１

委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
議
決
案
件

１
件
の
計
２
議
案
お
よ
び

請
願
１
件
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
件
の
一
部
改
正
に
関

し
、
住
所
地
特
例
の
規
定

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
２
議
案
と

も
異
議
な
く
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

請
願
「
県
立
高
校
の
統

合
廃
合
に
関
す
る
請
願
」

の
審
査
で
は
、
賛
成
、
反

対
の
立
場
か
ら
意
見
が
出

さ
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、

可
否
同
数
と
な
り
、
委
員

長
の
決
に
よ
り
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

市
民
文
教
常
任
委
員
会

　

６
月　

日
に
開
催
し
た

２１

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
「
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費

助
成
を
求
め
る
請
願
書
」

の
審
査
は
、
採
択
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
、
採
決

で
は
、
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

福
祉
病
院
常
任
委
員
会

　

５
月　

日
に
開
催
し
た

２０

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
の
議
案
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

で
は
、
国
に
お
け
る
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

利
用
者
負
担
免
除
等
請
求

事
件
の
和
解
成
立
を
機
に

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事

業
、
移
動
支
援
事
業
、
日

中
一
時
支
援
事
業
等
の
地

域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い

て
低
所
得
者
の
利
用
者
負

担
を
無
料
化
す
る
た
め
の

平
成　

年
度
実
績
見
込
で

２１

の
事
業
費
算
出
等
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
で

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　

６
月　

日
に
開
催
し
た

１７

委
員
会
で
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
の
議
案
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
採
択
状
況
や
事

業
周
知
の
方
法
、
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
や
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
等
の
助
成
事

業
の
広
報
、
共
聴
施
設
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
の
工
事
期

間
、
入
札
方
法
や
ア
ナ
ロ

グ
へ
の
影
響
、
日
本
脳
炎

予
防
接
種
の
積
極
的
な
勧

奨
、
鳥
居
本
小
中
学
校
で

の
小
・
中
連
携
教
育
実
践

研
究
の
実
績
、
ひ
こ
ね
繊

維
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事

業
に
対
す
る
補
助
の
内
容
、

市
の
か
か
わ
り
等
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
採
決
で

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

予

算

特

別

委

員

会

況状査審の会員委任常各・会員委別特算予
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山
田
多
津
子

問　

公
共
交
通
機
関
は
地
域

住
民
の
自
立
し
た
日
常
生
活

を
確
保
し
地
域
間
交
流
の
促

進
に
必
要
。「
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
」
は
そ
れ
を
補
完
す
る

も
の
と
し
、
バ
ス
利
用
者
と

の
公
平
性
か
ら
も
、
料
金
を

引
き
下
げ
定
額
制
に
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
利
便
性
を

図
る
た
め
便
数
と
停
留
所
の

増
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

利
便
性
の
向
上
や
効
率

性
か
ら
料
金
の
定
額
制
は
有

効
だ
が
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者

へ
の
運
行
経
費
は
走
行
距
離

に
応
じ
て
変
動
す
る
性
質
か

ら
定
額
制
の
導
入
は
困
難
で

あ
る
。
停
留
所
の
増
設
や
便

数
増
に
つ
い
て
は
、
今
後
地

域
や
利
用
者
な
ど
の
声
も
聞

き
な
が
ら
、
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
検
討
し
て
い
く
。

西
川　

正
義

問　

稲
枝
駅
舎
改
築
整
備
に

向
け
た
今
後
の
具
体
的
な
工

程
に
つ
い
て
問
う
。

答　

今
年
度
は
基
本
協
定
の

締
結
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

と
協
議
し
な
が
ら
駅
舎
、
東

西
自
由
通
路
、
駅
前
広
場
に

関
す
る
基
本
設
計
を
進
め
る
。

ま
た
、
概
算
工
事
費
を
算
出

し
、
合
意
に
至
れ
ば
基
本
協

定
の
締
結
と
な
り
駅
舎
等
の

実
施
設
計
に
着
手
後
工
事
に

着
工
と
な
る
。

問　

半
橋
上
駅
に
つ
い
て
は
。

答　

橋
上
駅
は
改
札
口
及
び

駅
事
務
室
が
駅
舎
２
階
部
分

に
設
置
さ
れ
線
路
上
空
に
位

置
す
る
。
半
橋
上
駅
は
そ
の

位
置
が
線
路
上
空
で
な
い
橋

上
駅
を
指
す
が
駅
舎
の
形
態

は
橋
上
駅
で
あ
り
今
後
は
橋

上
駅
と
し
て
説
明
し
て
い
く
。

馬
場　

和
子

問　

城
下
町
ら
し
さ
を
演
出

し
、
そ
の
町
が
ど
の
よ
う
な

役
目
を
担
っ
て
き
た
か
を
示

す
旧
町
名
の
表
記
を
し
て
は
。

答　

歴
史
的
な
ま
ち
な
み
を

紹
介
す
る
案
内
板
の
設
置
を

計
画
中
。
旧
町
名
の
表
記
は

重
要
で
あ
り
、
表
記
の
方
法

や
意
匠
を
含
め
て
検
討
す
る
。

問　

旧
町
名
の
い
わ
れ
を
示

し
城
下
町
を
形
成
し
て
い
た

町
の
説
明
板
を
設
置
し
て
は
。

答　

旧
町
名
そ
の
も
の
が
城

下
町
の
歴
史
を
物
語
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
由
来
を
記
し

た
説
明
板
を
要
所
に
設
置
し
、

市
民
や
観
光
客
に
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
は
、
城
下
町
の
歴

史
の
周
知
に
意
義
が
あ
り
、

伝
馬
町
・
善
利
組
足
軽
屋
敷

の
他
に
今
後
、
順
次
設
置
箇

所
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

安
藤　
　

博

問　

昨
年　

月
以
降
、
県
と

１１

の
協
議
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

答　

配
置
期
間
は
未
定
だ
が

県
職
員
２
名
の
継
続
配
置
と

し
、
土
地
・
施
設
・
設
備
の

無
償
譲
渡
、
更
に
県
予
算
で

施
設
・
設
備
の
改
修
に
つ
い

て
協
議
し
合
意
に
至
っ
た
。

併
せ
て
世
界
遺
産
登
録
へ
の

協
力
や
、
新
た
に
屋
内
温
水

プ
ー
ル
を
建
設
す
る
場
合
は

彦
根
市
へ
、
ま
た
歴
史
博
物

館
の
誘
致
に
つ
い
て
も
協
議

を
行
っ
て
き
た
。

問　

彦
根
市
の
移
管
時
期
は
、

い
つ
頃
か
問
う
。

答　

平
成　

年
４
月
を
目
指

２３

し
準
備
を
進
め
て
い
く
。
し

か
し
予
算
措
置
や
、
利
用
料

も
含
む
条
例
整
備
を
考
慮
す

る
と
夏
休
み
頃
ま
で
遅
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

愛のりタクシー停留所増と
 料金減を

料金定額制は困難、停留所増は検討

旧町名の表記と
 その説明板の設置を

表記を検討、説明板も順次設置する

稲枝駅改築整備の
 早期実現を求める

着実な実行に取組む

荒神山少年自然の家の
 移管時期は

平成２３年４月を目指し準備していく

問質人個はで係関務総/設建業産

▲伝馬町説明板

▲稲枝駅跨線橋

▲荒神山少年自然の家
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問質人個 はで係関院病祉福/務総

山
口　

大
助

問　

道
の
駅
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
も
何
回
か
要
望
し
て

き
た
。
近
年
は
農
産
物
直
売

所
の
設
置
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
。
本
市
に
お
い
て
も
農

産
物
直
売
所
や
食
育
、
地
域

活
性
化
等
の
施
設
を
と
り
入

れ
た
道
の
駅
の
設
置
を
要
望

す
る
が
ど
う
か
問
う
。

答　

定
住
自
立
圏
構
想
の
中

で
湖
東
圏
域
地
産
地
消
推
進

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
直
売

施
設
の
充
実
に
つ
い
て
提
案

し
て
い
く
中
で
検
討
す
る
。

徳
永
ひ
で
子

問　

昨
年　

月
に
厚
生
労
働

１０

省
が
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
承

認
し
、　

月
に
発
売
が
ス
タ

１２

ー
ト
し
た
。
子
宮
頸
が
ん
は

予
防
で
き
る
が
ん
で
あ
り
、

女
性
の
命
を
守
る
た
め
、
早

期
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
を
求
め
る

が
考
え
は
。

答　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
原
因
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

こ
の
病
気
を
予
防
す
る
効
果

が
高
く
女
性
の
健
康
を
守
る

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
は
有

効
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

国
、
県
に
対
し
て
定
期
接
種

化
と
合
わ
せ
、
財
政
的
支
援

を
強
く
要
望
し
、
早
期
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

有
馬　

裕
次

問　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
推
進
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答　

参
加
、
協
働
の
定
義
が

あ
い
ま
い
で
全
自
治
会
対
象

の
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
は

説
明
会
に
過
ぎ
ず
、
市
長
と

し
て
は
名
称
を
変
更
し
た
い
。

問　

中
地
区
公
民
館
の
民
間

委
託
は
経
費
大
幅
減
、
利
用

者
増
、
地
域
力
向
上
等
の
成

功
事
例
。
他
の
公
民
館
に
も

拡
大
し
、
活
か
す
べ
き
で
は
。

答　

総
合
的
判
断
で
進
め
る
。

問　

日
曜
休
館
、
五
時
十
五

分
は
、
市
民
利
用
者
の
目
線

で
日
曜
開
館
、
閉
館
時
間
を

延
長
す
べ
き
で
は
。
答　

規

則
に
よ
り
館
長
が
必
要
と
認

め
れ
ば
許
可
し
規
則
改
正
は

し
な
い
。
休
館
日
利
用
の
利

便
性
向
上
を
図
る
。

辻　

真
理
子

問　

滋
賀
医
科
大
学
「
寄
附

講
座
」
の
開
設
は
、
市
立
病

院
産
婦
人
科
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
。

答　
「
滋
賀
県
地
域
医
療
再

生
計
画
」
で
は
、
目
標
の
第

一
番
目
に
「
湖
東
医
療
圏
の

周
産
期
医
療
体
制
の
整
備
、

充
実
を
図
る
た
め
、
滋
賀
医

科
大
学
に
寄
附
講
座
を
開
設

し
、
彦
根
市
立
病
院
の
産
科

医
師
を
確
保
し
、
分
娩
の
再

開
を
図
る
」
と
掲
げ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
寄
附
講
座
は
、

大
学
に
講
座
を
設
け
て
彦
根

市
立
病
院
へ
派
遣
で
き
る
よ

う
に
産
科
医
師
の
養
成
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

市
立
病
院
で
の
医
師
に
よ
る

分
娩
再
開
に
向
け
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

市民が参加する総合計画の
 協働とは

公民館などの運営は総合的判断で

彦根市に道の駅の設置を
 要望する

直売施設の充実を提案していく

滋賀医科大学「寄附講座」
 について

市立病院での分娩再開に大きな効果

子宮頸がんワクチンの
 公費助成を

早期の実現をめざしていきたい

▲総合発展計画

▲市立病院

▲石寺町の農産物直売所
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夏
川
嘉
一
郎

問　

病
院
試
練
の
時
代
。
市

立
病
院
も
経
営
改
革
に
取
組

中
な
れ
ど
い
か
な
る
改
革
も

顧
客
信
頼
が
第
一
。
こ
の
強

化
こ
そ
改
革
前
進
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
は
ず
。
顧
客
ぬ
く

も
り
対
応
や
高
度
的
確
な
医

療
提
供
（
医
師
研
修
や
能
力

差
解
消
策
で
の
質
的
向
上
）

策
等
は
更
な
る
努
力
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
「
安
心
と
ぬ
く
も
り
の

あ
る
病
院
」
を
基
本
理
念
に
、

接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
の
た
め

全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

医
師
間
の
能
力
差
は
、
部
長

級
医
師
の
指
導
に
よ
る
診
断

や
治
療
方
針
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
に
努
め
て
い
る
。
今
後
も

接
遇
向
上
や
業
務
改
善
に
病

院
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

松
本　

忠
男

問　

敷
地
周
囲
の
立
木
の
緑

化
に
つ
い
て

答　

校
舎
正
面
玄
関
側
や
中

庭
の
ス
ペ
ー
ス
に
ケ
ヤ
キ
、

モ
ミ
ジ
、
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
樹
木
や
芝
な
ど
の
植
栽

を
行
う
。
敷
地
の
西
側
や
南

側
に
は
、
現
在
あ
る
桜
木
な

ど
を
で
き
る
限
り
残
す
と
と

も
に
現
在
の
正
面
玄
関
前
に

あ
る
築
山
を
新
校
舎
の
正
面

玄
関
前
に
移
設
す
る
な
ど
、

既
存
の
樹
木
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
ス
ペ

ー
ス
の
緑
化
に
努
め
る
。

　

な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成

等
の
外
溝
工
事
に
お
い
て
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
へ
の
植
栽

や
学
校
菜
園
を
設
け
る
こ
と

も
検
討
し
て
お
り
、
可
能
な

限
り
緑
化
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

田
中　

滋
康

問　

市
民
か
ら
多
重
債
務
の

相
談
を
う
け
、
消
費
生
活
相

談
室
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、　
１０

年
来
勤
続
の
職
員
が
退
職
さ

れ
相
談
室
の
看
板
は
お
ろ
し

た
ま
ま
で
あ
る
。
消
費
者
行

政
拡
充
に
対
す
る
国
の
補
助

金
は
増
え
て
い
る
。
相
談
窓

口
の
拡
充
と
消
費
生
活
相
談

員
を
専
門
職
種
と
し
た
処
遇

の
改
善
を
図
る
こ
と
は
。

答　

相
談
員
は
、
現
在
２
名

で
今
後
資
格
の
取
得
を
目
指

し
、
市
民
か
ら
の
相
談
に
十

分
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

公
費
負
担
で
研
修
を
積
む
と

共
に
、
県
と
市
が
協
力
し
て

相
談
が
う
け
ら
れ
る
体
制
を

整
え
る
。
相
談
員
の
処
遇
の

改
善
は
、
専
門
性
等
も
考
慮

し
賃
金
の
決
定
基
準
に
副
っ

て
決
定
す
る
。

八
木　

嘉
之

問　

子
育
て
事
業
は
、
地
域

偏
在
の
解
消
や
利
用
日
時
の

柔
軟
な
設
定
な
ど
事
業
を
生

か
す
改
善
が
望
ま
れ
る
が
。

答　

関
係
各
課
で
事
業
内
容

や
対
象
者
の
精
査
を
行
い
、

課
題
を
洗
い
出
し
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
隙
間
が
な
い
か
点
検

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　

教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

な
ど
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

各
地
域
の
有
効
な
人
材

発
掘
と
把
握
に
努
め
組
織
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問　

予
算
措
置
を
施
し
子
ど

も
た
ち
の
健
全
育
成
に
資
す

る
モ
デ
ル
地
域
の
確
立
を
。

答　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
中
心
と
な
り
研
究
し
実
効

性
の
あ
る
事
業
推
進
を
図
る
。

病院は顧客信頼度の
 更なる向上策を

「安心とぬくもり」目指して業務改善

消費生活相談窓口の
 早急な充実を

相談員２名体制で県市が協力し対応

東中学校の緑化について

学校敷地内の緑化に努める

子どもを取り巻く問題への
 対応は

プロジェクトチームを立ち上げ検討

問質人個はで係関教文民市/院病祉福

▲消費生活相談室
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問質人個 はで係関教文民市

成
宮　

祐
二

問　

国
保
は
、「
皆
保
険
」
が

前
提
な
の
に
、
資
格
証
の
み

や
無
保
険
者
が
多
数
あ
る
。

こ
れ
は
、
不
況
に
よ
る
支
払

い
困
難
者
や
非
正
規
切
り
に

よ
る
無
保
険
者
だ
。
病
気
に

な
っ
て
も
受
診
で
き
な
く
全

国
で
は
死
亡
者
も
出
て
い
る
。

国
会
で
、
資
格
証
発
行
の
改

善
や
国
保
料
低
減
へ
の
追
及

が
さ
れ
、
国
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
保
険
者
（
市
）

に
届
い
て
い
る
か
。

答　

新
聞
報
道
等
で
は
認
識

し
て
い
る
が
、
正
式
な
通
知

は
な
い
。
動
向
を
見
守
る
。

問　

保
険
料
が
高
く
て
支
払

え
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

一
万
円
の
引
き
下
げ
を
。

答　

今
年
度
保
険
料
率
の
引

き
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
引

き
下
げ
は
非
常
に
困
難
だ
。

国保の「資格証・無保険者」
 根絶を

国会の議論正式な通知はない

　全国市議会議長会会長および滋賀県市議会
議長会会長から、次の議員が表彰を受けられまし
た。 

北村　　收議員 前川　春夫議員 

１５年表彰  

☆次世代育成支援行動計画　後期行動計画策定

☆木のいえ整備促進事業の推進

☆消防署職員は不足している　安心な市民生活のた

めの見直しを

☆中学校給食実施に向けた進展を問う

☆150年祭後の新たな観光施策に関して

☆消防に関して

☆本市の流域について

☆観光客の温かいもてなしについて

☆旭森地区公民館に調理室の設置を

☆変化する時代の総合計画を考える

☆歴史イベントの在り方を考える

☆本市の情報政策について

☆高校統廃合問題について

☆障害者自立支援法の即時廃止を国に求めること

☆畜産農家の暮らしと営業をまもれ

☆市立病院が市民に開かれた病院となるために

☆県立「少年自然の家」の移管について

☆子ども達の健やかな育ちを支えるために

☆金亀公園エントランス広場の現状と今後について

☆石寺地先における非農用地の利活用について

☆薩摩町、新海浜の浜がけについて

☆東中校舎改築工事、高宮小学校校舎増改築工事

☆彦根市まちづくり基本条例について

☆子ども手当について
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今
年
の
荒
神
山
の
水
無
月
祭
り
は
晴
天
で
あ
っ
た
。
今
年
は

 
乾  
梅  
雨 
か
と
思
い
き
や
、
７
月
に
入
っ
て
ど
っ
と
各
地
に
豪
雨
の
災

か
ら 
つ 

ゆ

い
。’雨
降
っ
て　

地
固
ま
る
‘と
言
う
が
、
近
年
の
集
中
豪
雨
は
’雨

降
っ
て　

地
流
れ
る
‘。
土
石
流
が
河
川
や
道
路
、家
屋
を
一
気
に
飲

み
込
む
惨
状
は
目
を
覆
う
ば
か
り
だ
。

　

’雨 
塊 
を 
破 
ら
ず
‘・
・
・ 
太
平 
の
世
に
は
雨
も
静
か
に
降
っ
て
土

つ
ち
く
れ 

や
ぶ 

た
い
へ
い

を
壊
さ
ず
草
木
を
培
養
す
る
と
言
う
。
静
か
に
降
る 
利
休  
鼠 
の
雨
に

り
き
ゅ
う 
ね
ず
み

カ
タ
ツ
ム
リ
が
生
命
を
謳
歌
し
て
い
る
。
ふ
と
目
が
合
っ
た
イ
タ
チ

の
顔
は
泥
だ
ら
け
。
今
も
印
象
に
残
る
。
子
育
て
の
た
め
に
必
死
に

餌
を
探
し
回
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

沖
縄
の
梅
雨
明
け
宣
言
も
遠
く
な
い
。’芭
蕉
布
‘を
口
ず
さ
む
。

　
　
　

海
の
青
さ
に　

空
の
青

　
　
　

南
の
風
に　
 
緑
葉 
の

み
ど
り
ば

　
　
　

芭
蕉
は 
情 
に　

手
を
招
く

な
さ
け

　
　
　
 
常
夏 
の
国　
 
我 
し
た
島　
 
沖
縄 

と
こ
な
つ 

わ 

う
ち
な
ー

　

紺
碧
の
夏
空
の
季
節
、
こ
ど
も
た
ち
は
元
気
な
夏
休

み
を
！

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

本
会
議
の
日
程（
予
定
） 

開
　
　
会
　
９
月
６
日
（
月
） 

９
月
13
日
（
月
） 

９
月
14
日
（
火
） 

９
月
15
日
（
水
） 

閉
　
　
会
　
９
月
24
日
（
金
） 

い
ず
れ
も
９
時
か
ら
開
催
予
定 

代
表
質
問 

個
人
質
問 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

委
員
会
の
日
程（
予
定
） 

予
　
　
算
　
９
月
16
日
（
木
） 

総
　
　
務 

◆
市
民
文
教 

　
福
祉
病
院 

◆
産
業
建
設 

◆
印
の
委
員
会
は
１４
時
か
ら
、
そ 

れ
以
外
は
９
時
か
ら
開
催
予
定 

   ９
月
17
日
（
金
）

 ９
月
21
日
（
火
）

（ （ （ 

※
ひ
こ
ね
市
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
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市
議
会
で
は
、
会
派
を
超
え
た
議
員
有
志
に

よ
る
議
会
開
放
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
６
月
定
例
会
開

会
日
の
６
月
７
日
（
月
）
に
第
７
回
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
旭
城
会
の
堀

川
旭
城
さ
ん
、
岡
田
旭
優
さ
ん
、
酒
居
旭
玲
さ

ん
、
奥
野
旭
苑
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
南
部
坂
」、

「
井
伊
大
老
」
を
約　

分
間
、
琵
琶
の
演
奏
を
行

３０

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
場
に
は
、
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
心
と
体
に
響
く
語
り
と
演
奏
に
よ
り
現
実

を
忘
れ
て
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

日
　
時
 

 場
　
所
 

 出
演
者
 

 そ
の
他
 

 

平
成
２２
年
９
月
６
日（
月
） 

１３
時
か
ら
　
　
 

彦
根
市
議
会
議
場
 

（
市
役
所
５
階
） 

公
募
（
６
／
１５
〜
７
／
１５
）
に

よ
る
応
募
者
か
ら
選
考
中
 

詳
細
は
広
報
ひ
こ
ね
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
の
予
定
 

議
場
コ
ン
サ
ー
ト（
予
定
） 

第8回
 

トーサンコ場議


